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.会誌12巻2号をお届けいたします。昭和天皇の在

位60年を記念して設立された国際生物学賞の本年

度の受賞者に、オラン ダのグローニンゲン大学の

Serge Daan教授が決ま ったとのこと。今年度の

大会も国際生物学貨を記念した国|祭シンポジウム

と平行して開かれます。これを期に日本時間生物

学会もますます発展することを願うものです。

Daan教授は時間生物学 の創設者とも 言 える

].Aschoff. C.S. Pittendrigh両教授とともに研究さ

れた方で、特にPittendirgh教授との共著で197MI三

』こJournalof Comparative Physiology~こ発表さ れ

た5編の論文は有名です。この論文の発表から今

年はちょうど30年になります。若い研究者の方々

でまだこの論文をご存知ない方には、是非一読を

お勧めいたします。

l時間生物学 Vol. 12. No. 2 (2006) 

.今回は 3編の総説を掲載いたしました。執筆者の

先生方に感謝申 し上げます。本誌は広く 会員の皆

i様からの投稿を受け付けております。どうぞ奮っ

てご投稿ください。会員の皆様のますますのご発

展を祈る次第です。
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